
◎小野 芳久　○石川 　修
　近藤 　浩　　上野 　勝　
　青山 　晋　　尾作 武夫

◎小池 信一郎　○小川 龍美
　竹嶋 　久雄　　島　 英之
　原　 　成兆　　高水 永雄

◎森　 　亘　○大坪 国広
　谷 四男美　　小山 典男
　下野 義子　　齋藤 成宏 　

上
富
田
町
で
は
、
税
の
滞
納
者
に
対
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

制
限
を
加
え
る
条
例
を
制
定
し
た
。
ま
た
、
一
方
で
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
で
納
税
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
結

果
と
し
て
、
若
年
層
を
は
じ
め
、
納
税
件
数
・
金
額
と
も
増
加

し
て
い
る
。

　

わ
が
町
で
も
、
税
の
公
平
性
・
納
税
方
法
の
利
便
性
の
向
上

の
両
面
か
ら
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　大阪狭山市は、協働のまちづくりの事業として、行政窓口のスタッ

フにホテルや銀行等で接客の経験豊富な方（行政パートナー）を登

用している。これにより、行政組織内では気がつかなかった改善点

などを提案してもらえたとのことであった。

　わが町でも大いに参考にすべきであると感じた。

　

高
浜
市
で
は
、
障
が
い
者
の
就
労
対
策
に
行
政
・

地
域
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
た
。
中
で
も
、
企
業

負
担
を
強
い
る
こ
と
な
く
、
障
が
い
者
を
一
時
雇

用
で
き
る
よ
う
に
、
経
費
負
担
の
一
部
を
公
金
で

賄
う
「
実
習
手
当
金
制
度
」
を
創
設
し
た
こ
と
は

大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。

　

わ
が
町
で
も
、
自
立
を
促
進
さ
せ
る
福
祉
施
策

に
取
り
組
む
よ
う
提
言
を
行
っ
た
。

　青森市は、生活に密着した施設を特定のエリアに集

約するまちづくり（コンパクトシティ）を推進している。

特に、駅前再開発ビル「アウガ」には、民間商業施設

のほか、図書館・子育て支援施設などを併設し、また

隣接地には高齢者向け高層マンションを確保するなど、

幅広い年齢層の生活利便性について十分考慮されていた。

　

紫
波
町
で
は
、
地
産
地
消
と
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て
い
た
。
町

で
は
、
そ
の
た
め
に
施
設
（
産
直
セ
ン
タ
ー

あ
か
さ
わ
）
を
建
設
し
、
運
営
は
全
て

住
民
が
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
成
功
は
、
他
の
８
地

区
に
も
波
及
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を

生
か
し
た
施
設
運
営
を
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
住
民
主
体
に
よ
る
運
営

に
は
学
ぶ
べ
き
点
が
多
か
っ
た
。

上富田町役場内での研修

学科指導教室ASU

　大和郡山市では、行政と教育委員会が連携して、

不登校対策事業として特区を申請し、学科指導教室

ASUを開設。独自のカリキュラムを設け、不登校児童・

生徒に学習指導を行っていた。結果、ASUでの調査

書（内申書）が高校進学時に有効と認められ、高校

進学への道を大きく開かせていた。

　わが町の適応指導教室の更なる充実に大いに参考

になった。

アウガ内にある図書館を視察


